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本特集のテーマは，EUS-BD（超音波内視
鏡下胆道ドレナージ）である。2001 年に
Giovannini らにより EUS-BD が初めて報告さ
れてから，すでに 20 年以上が経過した。筆
者が初めて EUS-BD を施行したのは 2007 年
である。患者さんは膵癌による十二指腸浸潤
のため経乳頭的カニュレーションが困難で
あった。腹水もあり PTBD が困難な状態で
あったため，十分なインフォームドコンセン
トのあとに EUS-CDS を施行した。スコープ
は GF-UCT 240 -AL 5（観測装置は ALOKA-
Prosound α5），穿刺針は 19 G の Echotip 
needle を使用した。通電ダイレータも，専用
拡張ダイレータもない時代であり，胆管造影
後に 0 .035 inch ガイドワイヤーを留置して穿
刺針を抜去，先端テーパー型の ERCP 用カ
ニューレ（Cook 社製 GT-1 -T）で何回か穿刺
部を突いてようやく貫通させ，続いて
Soehandra 胆管拡張用カテーテルで穿刺部を
拡張後，7 Fr，5 cm のストレート型プラス
チックステントを留置した。初めて行う手技
であり，どのステップがうまくいかなくても
重大な偶発症が待ち受けている状況のなか，
トラブル発生時にそなえて外科にバックアッ
プを要請したうえで，緊張しながら行ったこ
とをよく覚えている。

その後，主に日本を中心として多くの専用
デバイスが開発改良され，より安全・確実に
手技を行うためのテクニックが発表されてき
た。今日ではほぼ確立した手技となってきて
おり，その発展，普及には目を見張るものが
ある。本特集は，世界的にこの分野を牽引し
てきた糸井隆夫先生の序説と安田一朗先生の
総論にはじまり，この分野で日本を代表する
先生方に各種 EUS-BD 手技について，それぞ
れの手技とコツ，トラブルシューティングに
ついて動画付きでわかりやすく解説していた
だいている。これから EUS-BD をはじめる初
学者の先生方は是非とも本特集を熟読したう
えで，熟練医のバックアップのもと手技を行
うことをお勧めしたい。また，中級医以上の
先生方にもエキスパートの先生方がどのよう
なデバイスやテクニックを使っているのか，
どのようにトラブルシューティングしている
のかを up date していただきたい。本特集が
EUS-BD を行うすべての内視鏡医のお役に立
てることを確信している。

（埼玉医科大学国際医療センター消化器内科　
良沢昭銘）
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